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1  は  じ め に

蚕の人工飼料育は,現在 1～ 3齢の稚蚕を対象に行われ

ているが,1～ 4齢又は全齢人工飼料育についての研究に

も着手されており,桑の生育に影響されることがなく,多

回育蚕や周年養蚕への手段として期待されている。

しかし,現在の人工飼料は価格が高く,コ スト低減が課

題となっている。筆者らは,市販されている各種人工飼料

に20～30%程度含まれ・ 2),価格中30%弱 を占める2)と さ

れている桑葉粉末の低コスト自給法について検討している。

本報では,乾燥処理法と得られた桑葉粉末の形状につい

て報告する。

2試 験 方 法

は)乾燥処理法及び粉末化
通常,生体試料を乾燥粉末化する場合,品質低下を防ぐ

ための前処理として,酵素活性を止める処理を行うが,天

日乾燥・通風乾燥・湯浸処理の 3法について検討した。

仕上げ乾燥は通風乾燥機で行い,粉砕は小型ウイリー粉

砕機を用いた。大量生産を目的として,粉砕粒度は21mオ ー

ソレ′ヾスとした。

供試品種は,1995年度晩秋蚕期終了後の岩手蚕試場内の

3品種を用いた。結果は3品種の平均で示した。

② 粉末の形状
1)粒径分布及び粉末の色調
粒径分布については,飾分け法により行い重量比で示し

た。粉末の色調については,2mオ ールパス試料を003側

厚の透明ポリ袋に入れ,ミ ノルタ色彩色差計により測定 し

た。

なお,この調査は岩手園試環境部の協力をいただいた。

2)窒素成分分析
各試料について湿式分解を行い,硝酸態を含む全室素及

び硝酸態窒素を含まない全窒素について「プレムナー窒素

蒸留法Jで分析を行った。市販人工飼料に用いられている

桑葉粉末についても窒素の分析を行った。

3 試験結果及び考察

0)乾燥処理法及び粉末化
図 1に乾燥・粉砕処理の体系図を示す。湯浸には,200

2ド ラム缶を縦に切った自作の鍋を用いた (図 2)。 天日

乾燥は,晴天時で 4時間程行ったが,新鮮重対比50～ 54%

まで乾燥していた。条桑 3 kgを処理したが,晩秋期葉量歩

合75～80%の条桑から乾燥桑糞粉末750-800g力浴 られたち

●)粉末の形状
1)粒径分布及び粉末の形状
表 1に粒径分布及び粉末色調について調べた結果を示す。

粒径分布では,0 5mm以下が約50%で残りの大部分が05
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図 1 粉砕処理の体系略図 (1995)
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～ l mmの範囲であった。人工飼料用としては0 5mm以 下で

あれば加工に十分であることが予備試験で知られており,

飾目を05mと し粉砕時間を余分にとることで本法での大
量生産も可能と思われた。

色調調査では,湯浸が緑色が保持され,天日がやや黄色

寄りで,熱乾はその中間であった。

2)窒素成分分析
表 2に窒素成分分析結果を示す。処理別では,湯浸・熱

乾に比較し,天日の窒素濃度がやや低かったが,いずれも

(2mオ ールバス試料 )
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販品よりも高かった。硝酸態を含む全窒素 (サ リチル硫酸

分解)と含まない全窒素には処理による差は無く,湯浸に

よる窒素の溶脱は無いものと思われた。

4 ま と め

人工飼料用桑葉粉末について,特殊な機器を用いること

なく調整可能なことが実証され,均質な製品の大量生産に

は湯浸処理が有望と考えられた。なお,本試験で得られた

桑葉粉末を用いた飼育試験は現在実施中である。

残された課題は,桑葉粉末を含まない人工飼料粉体の安

価な入手法及びそれらの安価な自給法と考えられる。
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図 2 湯浸処理の概略図

表 1 粒径分布及び粒末の色調 (供試 3品種の平均値)

<1画   ～05   ～021   ～0105   0105>

70        443        394         77
98        527        307        56         1 2
70         555        304         64         07
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